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1.ESDを進めるにあたって
学習指導要領の保健体育科の体育科の目標として，「運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさ
や喜びを味わうことができるようにするとともに，知識や技能を身に付け，運動を豊かに実践する
ことができるようにする」とある。これは，1学年及び2学年において，それぞれの運動が有する
特性や魅力に触れ，第3学年以降の自己に適した運動を選択できるようにするための基礎的な知識
や運動の技能を身に付け生涯にわたって運動を豊かに実践する態度の育成を示したものである。
本研究を進めるにあたって，上記の教科の目標達成に必要な資質や能力と，国立教育政策研究所が
ESDに関して提ﾛ昌する「③多面的，総合的に考える力」「④コミュニケーションを行う力」とが関
連していると考える。なぜならば，「③多面的，総合的に考える力」は，運動を合理的に実践するた
めに自己の課題解決の活動で必要となる力であり，「④コミュニケーションを行う力」もコミュニケー
ションを行いながら運動・スポーツをすることは，運動の楽しさや喜びをより大きなものにしたり，
できなかったことができるようになったりする過程にも大きな影響を及ぼすと考えられるからであ
る。そして，この力は実際の授業で，技能を習得する場面における課題解決学習でのグループ学習で
必要な資質や能力ともいえる。また，そのような活動の中で養った力は本校の教育目標にある「広い
視野と豊かな人間性を持ち，将来，社会的使命を果たす生徒の育成」にもつながっていくと考える。
また，教科の学習を進める中で，持続可能な社会の形成者としてふさわしい資質や価値観を養う
ための学習指導計画や,ESDの視点に立った学習目標を意識し，他の教科との関連性を把握した
授業を構築していかなければならない。さらに，体育の授業の中における運動の特性に関わるつな
がりだけでなく，今まで学習した他の教科の学習内容との関連づけができる，生徒の意識の変容を
ねらっていきたい。
2能力・態度の育成にあたって
（1）中心的に扱う能力・態度について
保健体育科においてESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度のうち，特に「③多
面的，総合的に考える力」「④コミュニケーションを行う力」を重視していきたい。そして，保
健分野では，近年増加する災害に視点をあて，過去と現在のデーターや資料に基づき自分たちが
望むあるべき未来（ビジョン）像を予測し，他者と共有しながら，ものごとを計画していく活動
を重点に置き，持続可能な社会の形成者としてふさわしい資質である「②未来像を予測して計画
を立てる力」を育成したい。
（2）従来の研究とのつながりについて
学習指導要領解説には保健体育科における思考力・判断力については，「運動の行い方の改善
すべきポイントを見付けること」とある。昨年に続き，記録の向上，つまり合理的で，効率のよ
い動きを考えることで思考力の育成をねらっていきたい。またその際，様々な能力で構成された
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グループで考えるため，自分にとって効率のよい走りが他者にとってそうなるとは限らないこと
も踏まえ，「④コミュニケーションを行う力」を基盤としながら「③多面的，総合的に考える力」
を伸ばしたい。そして，保健分野では，学習したことを実生活・実社会において実践する態度等
の育成をねらいたい。
(3)教材の「つながり」について
体育の分野では，技能を習得する場面で効率のよい動きについて考えていく場面が多い。その
際，理科の「運動とエネルギー」にある「力の方向性」と，思考する場面でつながりがある。特
に陸上競技,器械運動球技においてもクローズドスキルを教える際には,つながりが強い。また，
保健の分野では，「防災」の対応と備えについて思考する場面で，社会科で学ぶ地形の特色や家庭
科で学ぶ衣食住の工夫の知識によるつながりが生かされ,より活発なグループ活動が期待される。
S.成果と課題
（1）成果
体育分野においては今年度，2年生に跳び箱，3年生にテニスで実践を行った。2つの実践に
おいて共通している課題は,合理的な運動の実践について思考することである。この点について，
授業後のアンケート「以前より，よりよい動きについて考えることができる」に，「はい」と答
えた人が跳び箱においては98％,テニスでは80％になった。「友達からのアドバイスは参考になっ
た」に，「はい」と答えた人は跳び箱においては81%,テニスでは72%になった。以上の点から，
一人一人が思考場面でよりよい動きについて考えることができ，またそれを伝えられた他者に
とっても有益なアドバイスになっていることが分かる｡また,跳び箱を実践した学年は昨年度ハー
ドル走でも同様に合理的な動きについて考えており，感想では，「(アドバイスする場面で）高さ，
手のつく位置などポイントが前よりもつと明確になったり，（アドバイスする)数が増えたりした」
と答える生徒もおり，2年間取り組むことでより成果が大きくなり，また生徒自身がそれを実感
できる取り組みだったことが伺える。同様に感想に自然と昨年度のハードル走と関連づけている
生徒が多く，これも2年間の取り組みの成果と感じる。また3年生より，2年生の方がアンケー
トのポイントが高いことからも同様のことがいえる。
保健分野においては，防災について傷害の防止の単元で実践を行った。学習を始める前のアン
ケートでは，「過去と現在の情報に基づいて，将来を予想・予測し考え行動することができる」
の項目で，「できる」の回答は77％であった。しかし，授業後は91％まで「できる」の数値が伸
びていた。危険を予測し回避することの大切さを学び，自然災害が起きたときの対応についてイ
メージを深めると，考え方や意識が前向きな行動に作用していることが分かった。このように，
いろんな教科でつながって学習すれば，学習内容と自分の実生活や身の回りの環境とのつながり
を考える生徒の育成になる。
（2）課題
ESDの視点に立った授業実践をこれまで重ねたが，まだまだ改善していく余地がある。学習
場面で重視した能力･態度のうち，特に体育分野では「③多面的，総合的に考える力」「④コミュ
ニケーションを行う力」を重視した。「③多面的,総合的に考える力」においては上述したように，
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アドバイスが以前よりも明確になったという生徒の感想から成果があったといえる。しかしなが
ら，実際の活動場面では，タブレット端末を使用することで，撮影中はもちろんのこと，それを
使って説明している時に，映像を見せるだけ留まっていることが見受けられ，「④コミュニケー
ションを行う力」を育成できたとは言い難い。またタブレットを使った授業では運動量の減少が
顕著であった。この点については今後考えていく必要があると感じた。
生徒の記述1ハードル走と関連づけて考えている記述
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2年保健体育科6月9日実施ESD実践事例【エネルギー】
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＝砧率完全に備貴
4ESDとの関連
（1）構成概念
v連携性…どのように踏み切って，どのように着手し，どのように着地すればよいかをグループ
で考えさせ，グループで検証すること
（2）能力・態度
③多面的，総合的に考える力，④コミュニケーションを行う力
【教科の目標（評価規準）】
・合理的な動き方について，修正点を見つけている。【思考・判断】
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー
②教科理科
③題材「運動とエネルギー」（理科3年）
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1題材名技の完成度を上げるために，自分の課題を見つけよう
2ねらい
･学習する技の合理的な動き方のポイントを見付けることができる。【思考・判断】

ESD実践事例【防災】9-3:自然災害への備えと避難 2年保健体育科11月21日実施
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4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性…地震発生時の様々な状況を考え，同じに災害にあったとしても，最善の判断や行動
は状況や環境条件によって異なり多種多様であること。
（2）能力・態度
②未来像を予測し，計画を立てる力
【教科の目標（評価規準）】
・自然災害への備えと安全な避難について関心をもち，話し合いで協力したり，資料を調べ
るなど進んで学習活動に取り組もうとしている。【思考・判断】
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野防災
②教科社会，家庭
③題材「九州地方」（社会2年），「衣食住の工夫」（家庭2年）
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1題材名傷害の防止自然災害への備えと避難
2ねらい
自然災害への備えについて話し合い，これから起こりうる災害への備えや課題を考えること
ができる。【思考・判断】
